
下呂市市制スタート
　３月１日、下呂市役所下呂庁舎・萩原

庁舎、小坂・金山・馬瀬の振興事務所で

開庁式が行われ、いよいよ「下呂市」が

スタートしました。

いよいよスタートした、「市政だよりげろ」。

新しく誕生した下呂市の話題や情報を

皆さまに分かりやすくご紹介していきます。

今後ともどうぞよろしくお願いします。
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下呂市誕生

益
田
郡
萩
原
町
、
小
坂
町
、

下
呂
町
、
金
山
町
、
馬
瀬
村

の
５
町
村
が
合
併
し
、
３
月

１
日
「
下
呂
市
」
が
誕
生
し

ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
の
進
展
、
住

民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
へ
の
対

応
、
地
方
分
権
の
推
進
に
よ

る
主
体
的
で
健
全
な
行
財
政

運
営
を
行
う
た
め
、「
益
田
は

一
つ
」
の
考
え
の
も
と
協
議

が
重
ね
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

町
村
が
さ
ら
な
る
発
展
を
目

指
し
て
決
断
さ
れ
ま
し
た
。

新
市
は
３
月
１
日
現
在
の

人
口
４
万
１
１
１
人
、
面
積

は
約
８
５
１　

で
、
県
内
で

は
郡
上
市
に
次
い
で
２
番
目

の
広
大
な
面
積
を
も
つ
ま
ち

と
な
り
ま
し
た
。

市
役
所
は
、
下
呂
、
萩
原

両
庁
舎
に
機
能
を
分
割
し
、

旧
町
村
そ
れ
ぞ
れ
に
振
興
事

務
所
を
設
置
。
住
民
・
税
務

の
従
来
の
窓
口
機
能
に
加
え
、

福
祉
、
建
設
、
水
道
、
農
林

な
ど
の
機
能
も
振
興
事
務
所

に
配
置
さ
れ
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
や
文
化
、
温

泉
な
ど
の
恵
ま
れ
た
資
源
を

生
か
し
、
南
飛
騨
国
際
健
康

保
養
地
構
想
を
推
進
す
る
中

で
、
日
本
一
健
康
な
地
域
づ

く
り
と
旧
５
町
村
の
均
衡
あ

る
発
展
を
目
指
し
て
、
市
民

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

下
呂
市
誕
生下呂庁舎除幕式

馬瀬振興事務所開庁式

小坂振興事務所開庁式

萩原庁舎開庁式

金山振興事務所開庁式
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職務執行者あいさつ

平
成
16
年
3
月
1
日
、

待
望
の
下
呂
市
が
誕
生
い

た
し
ま
し
た
。
歴
史
的
幕

開
け
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
の
大
合
併
か
ら
約

半
世
紀
を
経
て
平
成
の
合

併
が
進
め
ら
れ
、
益
田
郡

5
町
村
が
一
つ
に
な
る
と

い
う
夢
の
よ
う
な
大
合
併

が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

岐
阜
県
で
は
郡
上
市
に

次
い
で
20
番
目
の
市
と
な

り
ま
す
。
ま
さ
に
歴
史
的

な
記
念
す
べ
き
ス
タ
ー
ト

で
す
。

こ
の
歴
史
的
合
併
の
実

現
に
至
る
ま
で
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各

位
に
対
し
、
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
温

か
い
ご
理
解
を
た
ま
わ
り

ま
し
た
市
民
の
皆
さ
ま
に
、

心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

旧
５
町
村
は
、
長
い
歴

史
の
中
で
活
力
の
あ
る
産

業
振
興
、
快
適
な
生
活
環

境
整
備
、
保
健
医
療
と
福

祉
の
充
実
、
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
な
心
で
学
び
は

ぐ
く
む
環
境
整
備
な
ど
積

極
的
な
行
政
を
推
進
し
、

豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
化

社
会
の
進
展
、
住
民
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
や
生
活
圏
の

広
域
化
へ
の
対
応
、
地
方

分
権
に
よ
る
自
主
、
自
立

の
確
立
な
ど
、
厳
し
い
試

練
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
の
試
練
を
乗
り
越
え

明
日
の
私
た
ち
の
進
む
道

を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と

は
、
時
代
に
生
き
る
も
の

の
責
務
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
が
選
ん
だ
道

は
「
益
田
郡
が
一
つ
」
に

な
る
こ
と
で
す
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

あ
た
り
、
私
た
ち
は
心
を

一
つ
に
し
融
和
と
協
調
を

図
り
、
下
呂
市
が
誇
り
と

す
る
豊
か
な
自
然
や
文
化
、

温
泉
な
ど
の
恵
ま
れ
た
資

源
を
生
か
し
、
南
飛
騨
国

際
健
康
保
養
地
構
想
を
推

進
し
日
本
一
健
康
な
地
域

づ
く
り
、
な
ら
び
に
健
康

産
業
基
盤
の
充
実
を
目
指

し
て
、
市
民
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

皆
さ
ま
が
合
併
し
て
よ

か
っ
た
と
思
え
る
豊
か
で

魅
力
あ
る
下
呂
市
の
実
現

に
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
支
援
ご
協
力
を
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

下
呂
市
長
職
務
執
行
者

　
　

  

大　

森　

喜　

一

健
康
と
交
流
の
ま
ち

　

南
飛
騨
国
際
健
康
保
養
地
「
ふ
る
さ
と
を
感
じ
る
森
と
清
流
、

　
　

人
と
ま
ち
が
響
き
あ
う
健
康
と
交
流
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て

職務執行者からの辞令交付



4

市長・市議会議員選挙

○
定
数

▽
市　
　
　

長　
　
　

１
人

▽
市
議
会
議
員
（
合
計
26
人
）

　
　

・
萩
原
選
挙
区　

７
人

　
　

・
小
坂
選
挙
区　

３
人

　
　

・
下
呂
選
挙
区　

９
人

　
　

・
金
山
選
挙
区　

５
人

　
　

・
馬
瀬
選
挙
区　

２
人

　

平
成
16
年
３
月
１
日
下
呂
市
選

挙
管
理
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
選

挙
管
理
委
員
お
よ
び
補
充
員
の
方

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
管
理
委
員
は
、
次
の
４
名

の
み
な
さ
ん
で
す
。

委
員
長　

熊
崎　

鋻
一
氏（
萩
原
）

職
務
代
理
者　

熊
沢　

政
徳
氏（
小
坂
） 

委　

員　

水
口　

久
穂
氏（
馬
瀬
）

委　

員　

金
山　

道
雄
氏（
金
山
）

   　
　
　
　
　
　
　

   

ま
た
、
下
呂
市
長
お
よ
び
下
呂

市
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
選
挙
の
期
日

平
成
16
年
４
月
18
日
（
日
）

○
選
挙
の
告
示
日

平
成
16
年
４
月
11
日
（
日
）

○
立
候
補
の
届
出

【
と　

き
】

平
成
16
年
４
月
11
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

【
と
こ
ろ
】

▽
市
長
選
挙

　
　

下
呂
市
役
所　

下
呂
庁
舎

▽
市
議
会
議
員
選
挙
萩
原
選
挙
区

　
　

下
呂
市
役
所　

萩
原
庁
舎

▽
市
議
会
議
員
選
挙
小
坂
選
挙
区

　
　

小
坂
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

▽
市
議
会
議
員
選
挙
下
呂
選
挙
区

　
　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▽
市
議
会
議
員
選
挙
金
山
選
挙
区

　
　

下
原
公
民
館

▽
市
議
会
議
員
選
挙
馬
瀬
選
挙
区

　
　

馬
瀬
中
央
公
民
館

○
投
票
で
き
る
人

下
呂
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

※
た
だ
し
、
投
票
日
の
前
日
ま

で
に
下
呂
市
以
外
の
市
町
村
へ
転

出
さ
れ
る
方
は
投
票
が
で
き
ま
せ

ん
。

【
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
】

・
昭
和
59
年
４
月
19
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

・
平
成
16
年
１
月
10
日
ま
で
に

下
呂
市
に
転
入
届
を
し
て
、
引

き
続
き
下
呂
市
に
居
住
し
て
い

る
人

・
欠
格
事
由
（
成
年
被
後
見
人
、

禁
固
以
上
の
刑
を
受
け
執
行
中

の
者
な
ど
）
に
該
当
し
な
い
人

※
な
お
、
市
議
会
議
員
選
挙
に
つ

い
て
、
平
成
16
年
４
月
７
日
以
降

の
転
居
に
つ
い
て
は
、
名
簿
の
移

し
替
え
を
し
ま
せ
ん
。
転
居
前
の

居
住
地
の
投
票
所
で
の
投
票
と
な

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
投　

票

平
成
16
年
４
月
18
日
（
日
）

　
　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

※
た
だ
し
、投
票
所
に
よ
っ
て
は
、

閉
鎖
時
刻
の
繰
り
上
げ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
期
日
前
投
票

（
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

【
と　

き
】

４
月
12
日
（
月
）
〜
17
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

※
竹
原
、
上
原
、
中
原
出
張
所
に

つ
い
て
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】

現
在
お
住
ま
い
の
旧
町
村
の
区

域
で
投
票
で
き
ま
す
。

※
現
在
お
住
ま
い
の
旧
町
村
の
区

域
以
外
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（
こ
れ
は
、
市
長
選
挙
と
同
時

に
執
行
さ
れ
る
市
議
会
議
員
選
挙

に
旧
町
村
単
位
の
五
つ
の
選
挙
区

が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙

区
ご
と
の
開
票
と
な
る
た
め
、
投

票
箱
に
誤
っ
て
投
票
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
じ
る
無
効
票
の
発
生
を

防
止
す
る
た
め
の
措
置
で
す
。
こ

れ
ら
の
件
に
関
し
ま
し
て
は
下
呂

市
の
最
初
の
選
挙
を
滞
り
な
く
執

行
す
る
た
め
に
と
ら
れ
る
も
の
で

す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
）

【
投
票
で
き
る
方
】

選
挙
期
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、

レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
用

務
が
あ
る
な
ど
一
定
の
事
由
（
従

来
の
不
在
者
投
票
事
由
）
に
該
当

す
る
と
見
込
ま
れ
る
方
。

【
期
日
前
投
票
と
は
】

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、

選
挙
期
日
前
の
投
票
手
続
き
が
大

幅
に
簡
素
化
さ
れ
、
投
票
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

従
来
の
不
在
者
投
票
の
よ
う
に
投

票
用
紙
を
封
筒
に
入
れ
、
そ
れ
に

署
名
す
る
と
い
っ
た
手
続
き
が
不

要
と
な
り
、
投
票
期
日
前
で
も
、

直
接
投
票
箱
に
投
票
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
投
票
期

間
に
つ
い
て
は
、
選
挙
期
日
の
告

示
日
の
翌
日
か
ら
選
挙
期
日
の
前

日
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
選
挙
期
日
に
は
20
歳
を

迎
え
る
が
、
選
挙
期
日
前
に
お
い

て
、
い
ま
だ
19
歳
で
あ
る
方
に
つ

い
て
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
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市長・市議会議員選挙

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
従
来
の

不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方

は
、
特
例
と
し
て
投
票
所
へ
行
か

ず
に
郵
便
で
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
郵
便
で
の
不
在
者
投
票
が
で
き

る
方
】

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
選
挙
人
で
、
障
害
の
程

度
が
次
に
該
当
す
る
方
で
す
。

ま
た
、
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ

れ
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に

要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
で

あ
る
方
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

【
代
理
に
よ
る
記
載
制
度
】

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
る
方
で
、
上
肢
ま
た
は
視
覚
の

障
害
の
程
度
が
１
級
の
方
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出
る
こ
と

に
よ
り
、
投
票
に
関
す
る
代
理
記

載
の
制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指

定
す
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方
も

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
、
不
在
者
投
票
を
し
よ
う
と

す
る
方
は
、
指
定
病
院
長
や
老
人

ホ
ー
ム
の
長
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

選
挙
運
動
に
つ
い
て

選
挙
運
動
と
は
、
特
定
の
選
挙

に
お
い
て
、
特
定
の
候
補
者
の
当

選
を
得
る
た
め
に
、
選
挙
人
に
働

き
か
け
る
行
為
を
い
い
ま
す
。

▽
事
前
運
動
の
禁
止

　

事
前
運
動
（
立
候
補
届
前
の
選

挙
運
動
）
は
、
一
切
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な

行
為
は
立
候
補
準
備
行
為
と
し
て

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１　

立
候
補
の
瀬
踏
み
行
為

２　

候
補
者
選
考
会
・
推
薦
会
の

　

開
催

３　

政
党
な
ど
の
公
認
を
求
め
る
こ
と

４　

選
挙
事
務
所
借
り
入
れ
の
内

　

交
渉

５　

出
納
責
任
者
ま
た
は
選
挙
運

　

動
員
就
任
の
内
交
渉

６　

労
務
者
の
雇
い
入
れ
の
内
交
渉

７　

個
人
演
説
会
場
借
り
入
れ
の

　

内
交
渉

８　

選
挙
演
説
を
依
頼
す
る
た
め

　

の
内
交
渉

９　

選
挙
運
動
用
は
が
き
・
ポ
ス

　

タ
ー
の
推
薦
依
頼
の
内
交
渉

10　

選
挙
運
動
用
自
動
車
・
拡
声

　

機
の
借
り
入
れ
の
内
交
渉

11　

選
挙
運
動
用
立
て
札
･
看
板

　

･
ポ
ス
タ
ー
・
は
が
き
な
ど
の
作
製

12　

選
挙
運
動
資
金
の
調
達

※
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
行
為
で

あ
っ
て
も
、
不
必
要
に
多
数
の
者

に
対
し
て
各
種
の
内
交
渉
が
な
さ

れ
る
場
合
や
、
前
述
の
行
為
に
名

を
借
り
て
投
票
依
頼
行
為
に
及
ん

だ
場
合
は
、
事
前
運
動
と
見
な
さ

れ
ま
す
の
で
注
意
を
要
し
ま
す
。

▽
禁
止
事
項

　

主
な
禁
止
事
項
と
は
、
次
の
よ

う
な
こ
と
で
す
。

１　

選
挙
運
動
は
、
選
挙
期
日
の

　

告
示
の
あ
っ
た
日
か
ら
投
票
日

　

の
前
日
ま
で
の
間
し
か
行
え

　

ま
せ
ん
。（
た
だ
し
、
告
示
日

　

に
、
立
候
補
届
出
が
受
理
さ
れ

　

た
あ
と
）

２　

候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
方

　

な
ど
が
、
寄
付
な
ど
の
行
為
を

　

行
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

３　

候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
方

　

が
、
町
内
に
あ
る
者
に
対
し
て

　

の
、
答
礼
の
た
め
の
直
筆
に
よ

　

る
場
合
を
除
き
、
時
候
の
あ
い

　

さ
つ
状
（
電
報
な
ど
も
含
む
）

　

を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

４　

選
挙
に
関
し
、
酒
な
ど
陣
中

　

見
舞
い
に
飲
食
物
を
提
供
す
る

　

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

５　

推
薦
会
で
決
定
し
た
候
補
者

　

名
を
多
く
の
人
や
各
戸
に
知
ら

　

せ
た
り
、
外
部
へ
の
発
表
や
宣

　

伝
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
多
く

　

の
場
合
違
反
と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

下
呂
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

（
下
呂
市
役
所
下
呂
庁
舎
内
）

　
　

代
表
・

24
‐
２
２
２
２

　
　

直
通
・

23
‐
０
０
８
９

●日時 平成16年3月19日(金) 午後2時から

●場所 下呂市森2270番地  下呂観光会館  大会議室

　3月5日に配布しました「選挙チラシ」に、立候補予定者

説明会の会場を誤って下呂観光協会と記載しました。

　正しくは下呂観光会館です。おわびして訂正いたします。

立候補予定者説明会の開催



　下呂市では、獣医師会とともに地区ごとに会場を設け、犬の登録と狂犬病予防注射を行います。

　生後90日を経過した犬は、登録と毎年の狂犬病予防注射が法律により義務付けられています。犬を飼われ

ている方は、必ず受けてください。

◆平成15年度までに登録された方は、下呂市からハガキによる通知があ

　りますので、ハガキと料金を持参の上、最寄りの会場へ犬を連れてお

　越しください。登録されていない場合は、通知できませんので当日最

　寄りの会場へ犬を連れてお越しください。

◆平成15年度までに登録されていない方、新しく犬を飼われた方は、会

　場で犬の名前・種類・生年月日・性別・特徴などの聞き取り調査をし

　ますのでご協力をお願いします。

◆登録は１回だけとなっており、その後は必要あり

　ません。今回、登録と狂犬病予防注射を受けると

　来年度からは狂犬病予防注射のみとなります。

◆犬の所在地が変わったり、犬が死亡したときなど、

　登録内容に変更があった場合は、最寄りの振興事

　務所健康福祉課・分室まで届け出てください。

6

犬の登録と狂犬病予防注射

犬の登録と狂犬病予防注射

◆料金（１頭につき）◆

登録　3,000円
注射　3,070円



※注意事項
●注射会場へは、注射料金 3,070 円と通知ハガキを必ずご持参ください。
●新規に登録される方は、注射料金 3,070 円と登録手数料 3,000 円を
　必ずご持参ください。
●注射会場へは、首輪をしっかり締め、犬をしっかり押さえることが
　出来る方がお連れください。
●当日、予防注射前に愛犬の健康状態を簡単にお尋ねしますのでご
　協力をお願いします。

◆お問い合わせ先　下呂市健康福祉環境部健康課（52-2000）または、
萩原振興事務所健康福祉分室（52-1230）小坂振興事務所健康福祉課
（62-2940）、下呂振興事務所健康福祉課（25-2680）、金山振興事務
所健康福祉課（32-4500）、馬瀬振興事務所健康福祉課（47-2111）

7

犬の登録と狂犬病予防注射



　一人ひとり個性が違う子どもたち。日々の成長に喜びを感じながら、自分らしく楽しんで子育てできるとい

いですね。市では妊婦さんやお子さんの健康のために、下記の事業を開催します。

　毎月の行事予定は、この「市政だよりげろ」でお知らせしますので、確認の上ご参加ください。

行　　事 内　　　　容 場所
小坂地域 萩原地域 馬瀬地域 下呂地域 金山地域

小坂保健センター 萩原保健センター 馬瀬健康管理センター
または中央公民館 下呂保健センター 金山保健センター

母子健康
手帳交付
受付10：00

集団で交付します。
都合の悪い方は保健
師までご連絡くださ
い。

第１・３木曜日 第１・３火曜日 第２・４火曜日 第２・４水曜日 第２・４火曜日

日　時 ４月１・15日 ４月６・20日
４月13・27日
中央公民館

４月14・28日 ４月13・27日

マタニティ
クラス

妊娠中の方、お母さ
んと赤ちゃんの健康
について考えてみま
せんか？

日　時
①４月８日(木)
　13:00 ～ 15:00

①４月２日(金)
　13:30 ～ 15:30
②４月16日(金)
　10:00 ～ 13:00

①４月30日(金)
　13:15 ～ 15:30
　健康管理
　　　センター

①４月19日(月)
　13:00 ～ 15:30

対象者 妊婦さん 妊婦さん 妊婦さん 妊婦さん

希望される方は１週間前までに各地区保健センターまでご連絡ください。

パパママ
クラス

妊娠中の方、ご夫婦
でどうぞ。
動きやすい服装でお
越しください。

日　時
４月25日(日)
13:30 ～ 15:30

４月25日(日)
13:30 ～ 15:30

対象者 妊婦さんと夫 妊婦さんと夫

希望される方は１週間前までに各地区保健センターまでご連絡ください。

３～４カ月
児健診

３～４カ月のお子さ
んの成長発達につい
て一緒に考えましょ
う。

日　時
(受付)

４月６日(火)
12:45 ～

４月14日(水)
13:30 ～

＊２日前にツベ　
ルクリン反応を
行います。

対象者
平成15年11 ～

12月生まれ
平成15年12月

生まれ

もぐもぐ
教室

離乳食の形態や量
について考えましょ
う。

日　時
(受付)

４月６日(火)
９:30 ～ 11:00

４月28日(水)
10:00 ～ 11:30

対象者
平成15年９～

10月生まれ
平成15年９～

10月生まれ

希望される方は１週間前までに各地区保健センターまでご連絡ください。

８～９カ月
児健診

８～９カ月のお子さ
んの成長発達につい
て一緒に考えましょ
う。

日　時
(受付)

４月６日(火)
12:45 ～

４月23日(金)
①13:00 ～
②13:30 ～

４月６日(火)
13:00 ～

対象者
平成15年６～

７月生まれ
平成15年６月４日
～７月13日生まれ

お誕生教室

１歳のお誕生日を迎
えた子どもさんの食
事などについて一緒
に考えましょう。

日　時
(受付)

４月28日(水)
9:15 ～ 9:30

４月20日(火)
10:00 ～

４月16日(金)
10:00 ～

対象者
平成15年３～

４月生まれ
平成15年２～

３月生まれ
平成15年３月13日
～４月30日生まれ

希望される方は１週間前までに各地区保健センターまでご連絡ください。

１歳６カ月
児健診

１歳６カ月のお子さ
んの成長発達につい
て一緒に考えましょ
う。

日　時
(受付)

４月９日（金）
①13:00 ～ 13:15
②13:15 ～ 13:30

４月16日(金)
13:00 ～

対象者
平成14年９月
生まれ

平成14年９月
生まれ

２歳児教室

虫歯予防の教室で
す。歯科検診や歯の
磨き方について考え
ましょう。

日　時
(受付)

４月７日(水)
13:15 ～ 13:30

対象者
平成14年２～

３月生まれ

希望される方は１週間前までに各地区保健センターまでご連絡ください。

３歳児健診
３歳児のお子さんの
成長発達について一
緒に考えましょう。

日　時
(受付)

４月21日(水)
13:00 ～

対象者
平成13年２～

４月生まれ

8

親と子の保健事業
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親と子の保健事業

小坂地域 萩原地域 馬瀬地域 金山地域

場　所 小坂保健センター 萩原保健センター 馬瀬中央公民館 金山保健センター

日　時
毎週木曜日 毎週火曜日 毎週火曜日 毎週火曜日

４月１・８・15・22日 ４月６・13・20・27日 ４月６・13・20・27日 ４月６・13・20・27日

時　間 9:00 ～ 12:00 9:00 ～ 16:00 9:00 ～ 11:30 9:00 ～ 17:00

下呂地区 上原地区 竹原地区 中原地区

場　所 下呂保健センター 上原出張所 竹原公民館 中原公民館

日　時
毎週水曜日 第１火曜日 第２金曜日 第４木曜日

４月７・14・21・28日 ４月６日 ４月９日 ４月22日

時　間 9:00 ～ 17:00 10:00 ～ 11:30 10:00 ～ 11:30 10:00 ～ 11:30

小坂地域 萩原・馬瀬地域 下呂地域 金山地域

場　所 小坂保健センター 萩原保健センター 下呂保健センター 金山保健センター

ツ ベ ル

ク リ ン

反応検査

日　時

(受付)

４月14日(水)

13:30 ～

①４月12日(月)

②４月21日(水)

13:30 ～

４月12日(月)

13:00 ～

５月から隔月に

行います

対象者
平成15年６～

12月生まれ

①平成15年４～６月生まれ

②平成15年７～ 12月生まれ

平成15年12月

生まれ

ＢＣＧ

日　時

(受付)

４月16日(金)

13:30 ～

①４月14日(水)

②４月23日(金)

13:30 ～

４月14日(水)

13:00 ～

対象者 ２日前にツベルクリン反応検査を受けたお子さん
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保健センター

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
支
援
す
る
た
め
、

従
来
の
節
目
健
診
と
基
本
健
診
を
統
一
し
、
健

康
診
査
事
業
を
今
ま
で
以
上
に
充
実
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
ど
こ
の
会
場
で
も
同
じ
項
目
で

受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
体
制
を
整
え
ま
し

た
。
受
診
の
機
会
も
増
え
ま
す
の
で
、
年
に
一

度
の
健
診
受
診
を
大
切
に
し
、
一
人
ひ
と
り
の

健
康
生
活
に
大
い
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

◆
健
診
対
象
者
は

18
歳
以
上
（
健
診
年
度
の
4
月
1
日
現
在
）

の
市
民
で
、
職
場
な
ど
で
健
診
を
受
け
る
機
会

の
な
い
方
が
対
象
者
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
民

便
利
帳
（
50
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
健
診
内
容
は

結
核
検
診
・
基
本
健
診
・
が
ん
（
胃
・
大
腸
・

肺
）
検
診
を
同
日
に
行
い
ま
す
。

基
本
健
診
は
今
ま
で
の
内
容
に
加
え
、
全
年

齢
の
方
に
、
血
液
中
の
尿
酸
値
と
糖
尿
病
早
期

発
見
の
た
め
の
項
目
を
増
や
し
ま
す
。
ま
た
医

師
の
診
察
も
加
わ
り
、
希
望
者
に
は
、
体
脂
肪

率
の
測
定
を
行
い
ま
す
。

◆
健
診
料
金
は

　

○
結
核
検
診
…
…
…
…
…
…
…
無　
　
　

料

　

○
基
本
健
診
…
…
…
…
…
…
…
１
１
０
０
円

　
　
　

選
択
検
査

　
　
　
　

心
電
図
検
査
…
…
…
…　

３
５
０
円

　
　
　
　

眼
底
検
査
…
…
…
…
…　

３
０
０
円

　

○
胃
が
ん
検
診
…
…
…
…
…
…
１
０
０
０
円

　

○
大
腸
が
ん
検
診
…
…
…
…
…　

３
５
０
円

　

○
喀
痰
（
か
く
た
ん
）
検
査
…　

５
５
０
円

　

○
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
…
…
…　

８
０
０
円

※
た
だ
し
、
70
歳
以
上
の
方
の
基
本
健
診
（
選

択
検
査
）
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

◆
健
診
日
程
は

旧
5
町
村
で
行
わ
れ
て
い
た
日
数
に
、
馬

瀬
地
域
以
外
は
休
日
健
診
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
16
年
度
の
日
程

に
つ
い
て
は
、
準
備
の
都
合
上
、

6
月
中
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か

け
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

◆
各
種
健
診
の
申
し
込
み
方
法
は

4
月
上
旬
、
各
家
庭
に
「
健
康
診
査
申
込
調

査
票
」
を
郵
送
し
ま
す
。
こ
の
調
査
票
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
返
信
用
封
筒
で
各
地
域
の

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
返
送
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
調
査
が
基
本
と
な
り
、
そ
の
年
の
健
診
希

望
者
に
後
日
受
診
案
内
が
届
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。な

お
、
調
査
後
の
変
更
は
可
能
で
す
が
、
返

信
さ
れ
な
い
場
合
は
受
診
案
内
が
発
送
さ
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
従
来
の
が
ん
検
診
登
録
制
は

毎
年
の
申
し
込
み
制

に
変
わ
り
ま
す
の
で
、

調
査
票
の
返
信
に
は

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◆
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は

平
成
16
年
度
の
検
診
に
つ
い
て
は
、
旧
5
町

村
で
行
わ
れ
て
い
た
体
制
の
ま
ま
実
施
し
、
市

と
し
て
の
統
一
は
今
後
検
討
の
上
、
17
年
度
か

ら
と
な
り
ま
す
。

◆
そ
の
他
の
検
診
と
し
て

前
立
腺
が
ん
・
骨
密
度
検
診
な
ど
は
、
健
康

ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
実
施
を
考
え

て
い
ま
す
。

◆
健
診
以
外
の
老
人
保
健
事
業

　

や
健
康
づ
く
り
事
業
は

　　

従
来
「
住
民
健
診
」
と
呼
ん
で
い
る
健
康
診

査
事
業
以
外
の
保
健
事
業
（
機
能
訓
練
・
各
種

教
室
・
家
庭
訪
問
・
相
談
な
ど
）
は
、
原
則
、

旧
町
村
の
体
制
を
継
続
し
て
事
業
を
行
い
ま

す
。

　

今
ま
で
通
り
、
各
地
域
の
保
健
セ
ン
タ
ー
の

活
動
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
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病院だより

　下呂市内において休日（日曜日、祝祭日、年末年始の休日）に急病患者が発生し、かかりつけの医師が不在

の場合は、下記の休日在宅医にお問い合わせください。

●一時留守になる場合があります。電話で在宅かどうか確認してからお出かけください。

●この制度は急病患者のために設けられたものです。平常から継続して治療を受けている人はご遠慮ください。

 

◎
痴
呆
症
を
考
え
よ
う

　

痴
呆
症
は
、
記
憶
と
判
断
力
の
障
害
の

た
め
に
日
常
生
活
が
で
き
な
く
な
る
の
が

特
徴
で
す
が
、
同
じ
よ
う
な
症
状
を
き
た

す
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
病
気
の
中
に
は
治
療
す
れ
ば
痴
呆
症

状
が
治
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
痴
呆
症
状

を
き
た
す
病
気
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

《
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
痴
呆
》
痴
呆
症
状
を

き
た
す
最
も
多
い
病
気
で
す
。
脳
内
の
神

経
細
胞
が
普
通
よ
り
早
く
減
っ
て
い
く
原

因
不
明
の
病
気
で
す
。
治
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
日
常
生
活
で
の
対
応
や
薬
に

よ
り
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

《
脳
血
管
性
痴
呆
》
脳
動
脈
硬
化
症
や
脳
梗

塞
（
こ
う
そ
く
）、
脳
出
血
な
ど
に
よ
り
、

脳
の
機
能
が
傷
害
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

起
こ
り
ま
す
。
あ
る
能
力
は
低
下
し
、
別

の
能
力
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
い
っ
た
、

ま
だ
ら
状
の
能
力
低
下
が
特
徴
。「
物
忘
れ

が
ひ
ど
く
て
も
判
断
力
は
保
た
れ
て
い
る
」

と
い
っ
た
症
状
が
特
徴
で
す
。

《
非
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
変
性
痴
呆
》
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
、
進
行
性
核
上
性
ま
ひ
、
レ

ビ
ー
小
体
型
痴
呆
な
ど
、
中
枢
神
経
の
変

性
を
き
た
す
病
気
は
痴
呆
症
状
を
招
き
ま
す
。

《
甲
状
腺
機
能
低
下
症
》
老
人
の
甲
状
腺
機

能
低
下
症
は
痴
呆
症
状
を
き
た
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
治
療
に
よ
っ
て
治
り
ま
す
。

《
ビ
タ
ミ
ン
欠
乏
症
》
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
（
Ｂ

1
、
Ｂ
6
、
Ｂ
12
、
ニ
コ
チ
ン
酸
）、
葉
酸
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
な
ど
の
欠
乏
は
、
ア
ル
コ
ー

ル
多
飲
者
、
偏
食
、
薬
物
の
副
作
用
な
ど

で
痴
呆
症
状
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

《
薬
物
》
ほ
と
ん
ど
の
薬
物
は
多
す
ぎ
る
と

中
枢
神
経
障
害
を
き
た
し
、
特
に
老
人
で

は
悩
症
状
を
き
た
し
や
す
い
。
向
精
神
薬

や
睡
眠
薬
の
長
期
服
用
、
抗
が
ん
剤
は
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

《
慢
性
硬
膜
下
血
腫
》
頭
部
打
撲
の
既
往
、

飲
酒
習
慣
の
あ
る
中
年
男
性
な
ど
に
見
ら

れ
、
高
齢
者
で
は
痴
呆
症
状
の
み
が
見
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ

で
診
断
可
能
で
簡
単
な
手
術
で
治
り
ま
す
。

　

痴
呆
症
の
８
割
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

痴
呆
と
脳
血
管
性
痴
呆
で
す
が
、
治
療
に

よ
っ
て
痴
呆
症
状
が
改
善
す
る
病
気
も
あ

り
ま
す
。
痴
呆
症
を
疑
っ
た
ら
ま
ず
病
院

で
受
診
し
、
治
る
痴
呆
症
か
ど
う
か
を
見

極
め
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

下
呂
市
立
金
山
病
院　

院
長　

古
田　

智
彦

月　日 北　部　地　区 南　部　地　区

３月20日 小 坂 診 療 所 62-2212 阿 部 医 院 32-2025

３月21日 藤 岡 医 院 52-3033 黒 木 医 院 24-1303

３月28日 田 中 内 科 ク リ ニ ッ ク 53-0088 大 船 渡 医 院 32-2850
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警察・消防

◆
新
入
学
（
園
）
期
に
お
け
る

交
通
事
故
防
止

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
入
学
（
園
）

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
交
通

社
会
へ
の
仲
間
入
り
で
も
あ
り
、
登

下
校
（
園
）
時
な
ど
に
お
け
る
交
通

事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
悲
惨
な
交

通
事
故
を
無
く
す
た
め
に
、
子
ど
も

の
行
動
特
性
を
よ
く
理
解
し
、
交
通

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
事
故
に
結
び
つ
き
や
す
い
子
ど
も

の
行
動
特
性

　

子
ど
も
に
交
通
安
全
を
し
つ
け
る

に
は
、
次
の
よ
う
な
子
ど
も
の
行
動

特
性
を
よ
く
理
解
し
て
具
体
的
に
指

導
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
ひ
と
つ
の
こ
と
に
注
意
が
向
く
と
、

　

ま
わ
り
の
も
の
が
目
に
入
ら
な
い
。

②
も
の
ご
と
を
単
純
に
し
か
理
解
で

　

き
な
い
。

③
そ
の
と
き
ど
き
の
気
分
に
よ
っ
て

　

行
動
が
変
わ
る
。

④
物
陰
で
遊
ぶ
傾
向
が
あ
る
。

●
子
ど
も
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

①
道
路
に
飛
び
出
さ
な
い
。

②
信
号
を
守
っ
て
通
行
す
る
。

③
横
断
は
、
横
断
歩
道
（
地
下
道
・

　

歩
道
橋
）
を
渡
る
。

④
道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
右
左
の

　

安
全
を
確
か
め
、手
を
上
げ
て
ま
っ

　

す
ぐ
渡
る
。

⑤
車
の
す
ぐ
前
や
す
ぐ
後
ろ
を
横
断

　

し
な
い
。

⑥
踏
切
で
は
、
手
前
で
い
っ
た
ん
止

　

ま
り
、
右
左
の
安
全
を
確
か
め
て

　

か
ら
渡
る
。

⑦
夕
方
や
夜
に
外
出
す
る
と
き
は
、

　

反
射
材
を
身
に
つ
け
る
。

◆
子
ど
も
の
連
れ
去
り
防
止

　

お
子
さ
ん
の
目
線
で
防
犯
対
策

を
ご
指
導
く
だ
さ
い
。

●
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
（
繰
り
返
し
教
え
て
、
習

慣
化
さ
せ
て
く
だ
さ
い
）

①
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
い
か
な
い
。

②
一
人
に
は
な
ら
な
い
。

③
家
を
出
る
時
は
、
必
ず
「
行
き
先
」

　

を
言
う
。

④
恐
い
時
は
大
き
な
声
で
助
け
を
呼
ぶ
。

◆
平
成
16
年
岐
阜
県

　
　
　

山
火
事
火
災
予
防
運
動

●
目
的

　

こ
の
運
動
は
、
全
国
山
火
事
予
防

運
動
の
一
環
と
し
て
広
く
県
民
に
山

火
事
予
防
思
想
の
普
及
を
図
る
と
と

も
に
、
予
防
対
策
を
強
化
し
、
森
林

の
保
全
と
地
域
の
安
全
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

●
実
施
期
間

　

３
月
１
日
（
月
）
〜
４
月
30
日
（
金
）

●
統
一
標
語

　

「
未
来
へ
と　

ひ
き
つ
ぐ
森
で
す　

火
の
用
心
」

◆
下
呂
市
誕
生
に
伴
う
益
田
広

域
連
合
消
防
本
部
の
名
称
変
更

　

平
成
16
年
３
月
１
日
益
田
郡
５
町

村
が
合
併
し
、
下
呂
市
が
誕
生
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
益
田
広
域
連
合

も
解
散
し
下
呂
市
に
事
務
、
財
産
を

継
承
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

従
い
ま
し
て
、
平
成
16
年
３
月
１

日
よ
り
消
防
署
の
名
称
が
、
下
記
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
下
呂
市
消
防
本
部

〒
５
０
９

－

２
２
０
２

　

下
呂
市
森
３
６
３
番
地
１

　

消
防
総
務
課（
旧
総
務
課
・
消
防
課
）

　

予
防
課

　

通
信
指
令
室

●
中
消
防
署
（
旧
下
呂
消
防
署
）

〒
５
０
９

－

２
２
０
２

　

下
呂
市
森
３
６
３
番
地
１

●
北
消
防
署
（
旧
萩
原
消
防
署
）

〒
５
０
９

－

２
５
０
６

　

下
呂
市
萩
原
町
羽
根
２
４
８
８
番
地
１

●
北
消
防
署
小
坂
分
署
（
旧
萩
原
消

防
署
小
坂
分
署
）

〒
５
０
９

－

３
１
０
３

　

下
呂
市
小
坂
町
大
垣
内
１
５
６
２
番
地
１

●
南
消
防
署
（
旧
金
山
消
防
署
）

〒
５
０
９

－

１
６
２
２

　

下
呂
市
金
山
町
金
山
２
６
６
０
番
地
１

※
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。
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観光案内

県
指
定
天
然
記
念
物
の
苗な

わ
し
ろ代

ザ

ク
ラ
は
、２
本
の
巨
木
か
ら
な
り
、

樹
齢
約
４
０
０
年
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
う
ち
１
本
は
樹
高
30
ｍ
、

目
通
り
周
囲
４
ｍ
、
も
う
１
本
は

樹
高
25
ｍ
、
目
通
り
周
囲
３
ｍ
で

樹
勢
は
今
な
お
盛
ん
で
す
。

苗
代
ザ
ク
ラ
は
別
名
暦
ザ
ク
ラ

と
も
い
い
、
そ
の
名
の
由
来
は
、

美
し
い
桜
の
開
花
を
待
っ
て
、
里

人
が
苗
代
（
稲
の
苗
を
作
る
た
め

の
田
）
の
準
備
を
始
め
た
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
ま
す
。

【
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
】

４
月
10
日
（
土
）
〜
17
日
（
土
）

　

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
10
時

【
駐
車
場
の
ご
案
内
】

和
佐
グ
ラ
ン
ド
（
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
の
時
間
内
の
み
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

の
送
迎
あ
り
）
と
周
辺
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

自
家
用
車
で
お
越
し
の
際
は
、

桜
保
存
協
力
費
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

下
呂
市
観
光
商
工
部

（

24
‐
２
２
２
２
）
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下呂市ニュース

こんにゃくイキイキ腕自慢！
　地元特産品のこんにゃくを普及しようと益田調理師

会主催の「こんにゃく料理コンクール」が２月19日、

下呂町民会館で行われ、プロの料理人がアイデアいっ

ぱいのこんにゃく料理66品目を出品しました。 

　コンクールには益田郡内の旅館・ホテル、飲食店な

どの調理師約45人が参加。会場にはめん類、すし、デ

ザートなど和洋さまざまな趣向を凝らした作品が並び

ました。

　出品作品は、普及性、独創性、味などを基準に審査

され、最優秀賞の下呂町長賞には、松井貴司さん（下

呂町・富岳）の「こんにゃく卯の花茶巾」が選ばれま

した。

　表彰式では、吉川俊行益田調理師会長が「今回のコ

ンクールを機会に、各旅館などでこんにゃくを使った

アイデア料理を提供していただき、食文化で下呂市に

多くの人が来ていただけるような料理活動をして欲し

いです」とあいさつしました。

５
団
体
42
人
に

「
し
ら
さ
ぎ
賞
」

　２月17日、下呂町民会館において、第４回青少年育

成町民顕彰「しらさぎ賞」授与式が挙行されました。 

　しらさぎ賞は、町内の小・中学校および高等学校の

児童・生徒、ならびに青少年の地域内外での地道な優

れた活動を顕彰し、その活動をさらに奨励することに

よって、明るい社会建設の気風を醸成し、青少年の健

全育成に資することを目的として、平成12年度に制定

されました。

　最初に岡前町長が「下呂町としては最後の表彰とな

ります。下呂市となっても青少年のみなさまと共に将

来に夢と期待をかけて、協力していきたいと思います」

とあいさつ。その後、芸術・文化、スポーツ、奉仕、

善行などで功績のあった５団体42人に、賞状と副賞が

贈呈されました。

チャレンジ！英会話
　英語学習の成果をみる「インターナショナルデイ」

が、２月13日小坂中学校で開かれました。これは、同

校の３年生が行うカナダへの海外研修に向けて、英語

での自己表現に取り組もうとするもので、今年で３回

目。

　当日は下呂市内のＡＬＴ（外国語指導助手）10人が

勢ぞろいし、今年５月にカナダ研修を控えた２年生34

人が主体となって交流を行いました。体育館で行われ

た交流会では、カナダ研修の予行練習を兼ねて、飛行

機内や入国審査などの場面ごとでの英会話に生徒たち

が挑戦。客室乗務員や係官にふんしたＡＬＴに対して、

英単語や会話文を駆使していました。

　そのほか交流会では、日本の文化を生徒たちが紹

介するコーナーも設けられ、グループごとで茶道や衣

類、剣玉などのおもちゃについて生徒たちが英語で説

明（写真）。また、おばけ屋敷や生徒手作りのお汁粉

などが人気を集めていました。

　生徒たちは休み時間などにもＡＬＴに質問したり言

葉を交わしたりし、気後れすることなく積極的に英会

話に取り組んでいました。

清流馬瀬川に太公望集結
　馬瀬川上流のアマゴ釣りが解禁となった２月14日、

馬瀬川は県内外から訪れた約800人の釣り客でにぎわ

いました。川は早朝からこの日を待っていた釣りファ

ンでいっぱいになり、県外から訪れた男性は「早朝か

ら午前10時ごろまでは餌釣り、それからはルアー釣り

というようにアマゴの習性などによって釣り方を変え

て釣っている」と話していました。川には餌釣りの人

に加えルアー釣りの人もちらほら見うけられました。

　この日は「馬瀬川上流アマゴ釣り大会」も開催され、

釣り上げたアマゴ１匹の大きさ（長寸）で競い合うた

め、参加者は大物を狙って竿を振っていました。

　優勝は御嵩町から参加された男性で、26cmの大物

を釣り上げました。
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子育て支援の拠点がオープン
　１月23日、午前10時から金山町民会館横に子育て支援施設

『ひなたぼっこ』が開館しました。 

　『ひなたぼっこ』とは、以前教職員住宅だった建物を、妊産

婦さんや小さな子ども連れの方々を対象に、一緒に集えるよう

な児童館的スペースにリフォームしたもので、手作りのアニメ

キャラクターなどの切り絵が張ってあったり、壁に落書きが出

来るようになっていたりと、子どもたちが楽しめるように工夫

された室内になっています。

　写真は、１月23日に行われたオープニングセレモニーの様子

です。

下呂市ニュース

がんばった人にひまわり賞
　学業以外の諸活動で功績のあった青少年の努力やがんばりを

たたえる「ひまわり賞」の表彰式が２月25日夜、萩原の星雲会

館で行われました。

　今年度の受賞者は、21個人５団体。表彰式では受賞者一人ひ

とりに、倉地町長から賞状が、松山則樹教育委員長からはメダ

ルが授与され、善行やがんばりをたたえました。

　倉地町長は、「萩原町最後のひまわり賞となりましたが、こ

れからもスポーツに勉学に精進され、下呂市を引っぱっていく

大人になってください」と激励しました。

飛騨川温泉しみずの湯オープン
　萩原町四美地内に建設していた健康交流施設「飛騨川温泉し

みずの湯」の竣工式が２月21日、同施設で行われました。

　安全祈願祭と式典には、県出納長、駒田県議はじめ地元関係

者など150人が出席し、完成を祝いました。

　また、この施設の名称募集に応募し、採用された成田重行さ

ん（東京都）と都筑洋子さんに記念品が倉地町長から贈呈され

ました。

　しみずの湯には、プール全体に水流が発生し、歩くだけで運

動効果が得られる温泉プールや薬湯、開放感たっぷりの露天風

呂、グループ風呂などがあります。22日のオープン初日は700

人の人出でにぎわいました。

身近な話題をお寄せください

●企画部広報係　52-2000

●萩原企画分室　52-2000

●小坂企画分室　62-3111

●下呂企画分室　24-2222

●金山企画課　32-2201

●馬瀬企画分室　47-2111
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育
英
資
金
給
貸
与
希
望
者
の
募
集

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
16
年

度
育
英
資
金
の
給
付
・
貸
与
の
希

望
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
義
務
教

育
終
了
者
で
高
等
教
育
を
目
指
す

次
の
要
件
に
該
当
す
る
者

①
心
身
が
強
健
で
、
当
該
目
的
の

遂
行
能
力
を
有
す
る
こ
と

②
進
学
を
希
望
し
、
学
費
支
弁
が

困
難
な
者

③
給
付
を
受
け
る
者
は
、
他
に
公

的
機
関
か
ら
資
金
の
援
助
等
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

◆
締
め
切
り

　

４
月
15
日
（
木
）
必
着

◆
提
出
先

　

下
呂
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
�

52
�
２
９
０
０
�、
ま
た

は
各
振
興
事
務
所
教
育
課
・
小
坂

�

62
�
３
３
６
６
�、
下
呂
�


25
�
２
２
５
２
�
�
金
山
�

32

�
２
２
０
１
�、
馬
瀬
�

47
�

２
１
１
１
�

◆
提
出
書
類

①
育
英
資
金
給
付
（
貸
与
）
申
請
書

②
推
薦
書（
所
属
学
校
長
の
も
の
）

③
家
庭
状
況
調
査
書
（
必
ず
下
呂

市
役
所
下
呂
庁
舎
市
民
課
、
ま

た
は
各
振
興
事
務
所
市
民
生
活

課
で
証
明
を
受
け
る
こ
と
）

④
入
学
ま
た
は
合
格
通
知
書
の
写
し

⑤
学
年
末
成
績
証
明
書
（
高
校
進

学
者
の
み
）

⑥
他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
場

合
に
は
、
そ
の
証
明
と
な
る
書

類
の
写
し

◆
給
付
・
貸
与

【
給
付
】
月
額
１
万
２
千
円
以
内

（
県
立
高
校
の
授
業
料
の
額
）

①
高
等
学
校
の
生
徒
（
定
時
制
、

養
護
学
校
高
等
部
含
む
）

②
高
等
専
門
学
校
の
生
徒
の
う
ち

３
年
生
以
下
の
生
徒

【
貸
与
】
月
額
３
万
円
以
内
（
２
万

円
か
３
万
円
を
選
択
）、
入
学
一

時
金
と
し
て
30
万
円
以
内
（
20
万

円
か
30
万
円
を
選
択
）

①
大
学
生
（
高
等
専
門
学
校
の
生

　

徒
含
む
）

②
高
等
専
門
学
校
の
生
徒
の
う
ち

　

４
年
生
以
上
の
生
徒

③
高
等
学
校
卒
業
を
資
格
と
す
る

　

専
門
学
校
の
生
徒

◆
交
付
方
法

　

５
月
、
９
月
、
１
月
に
４
カ
月

分
を
交
付
（
入
学
一
時
金
は
５
月

に
交
付
）

◆
償
還
方
法

　

貸
与
を
受
け
た
者
は
、
貸
与
期

間
の
終
了
か
ら
１
年
を
据
え
置
き
、

貸
与
期
間
の
２
倍
の
期
間
に
貸
与

額
を
均
等
に
分
割
し
、
６
月
と
12

月
に
返
納
す
る
。

◆
応
募
基
準

【
給
付
】

①
世
帯
の
住
民
税
の
税
額
が
５
万

円
以
下
の
世
帯
で
、
進
学
に
あ

た
り
学
費
支
弁
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
世
帯

②
成
績
優
秀
で
所
定
の
就
学
を
完

遂
で
き
る
者

【
貸
与
】

①
世
帯
の
住
民
税
の
税
額
が
10
万

円
以
下
の
世
帯
で
、
進
学
に
あ

た
り
学
費
支
弁
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
世
帯　

②
成
績
優
秀
で
所
定
の
就
学
を
完

遂
で
き
る
者

おわびと訂正

92ページの左上の図（Ａ）に表示した「小坂振興事務所」

と「小坂山村開発センター」の位置が間違っていました。

正しくは右記のとおりです。

先月配布しました「下呂市　市民便利帳」の中

で下記の誤りがありました。

おわびして訂正いたします。
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市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

次
の
よ
う
に
市
営
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
住
宅

・
御
滝
団
地

　

（
金
山
町
金
山
２
８
５
４
番
地
）

　

木
造
平
屋
建
１
戸
�
31
・
22
m2
�

　

２
Ｋ
・
浴
室
ス
ペ
ー
ス
有

◆
入
居
資
格

①
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

②
月
額
所
得
が
20
万
円
以
下
で
あ

る
こ
と

③
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◆
必
要
な
書
類

①
住
宅
入
居
申
込
書

②
入
居
予
定
者
の
住
民
票

③
納
税
証
明
書

④
所
得
を
証
明
す
る
書
類

◆
申
込
期
間

　

３
月
29
日
（
月
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

下
呂
市
都
市
建
設
部
建
設
課

（

24
‐
２
２
２
２
）
ま
た
は
、

金
山
振
興
事
務
所
基
盤
整
備
課

（

32
�
２
２
０
２
�
ま
で

白
地
地
域
の
建
築
物
の
形
態
規
制

に
関
す
る
規
制
の
お
知
ら
せ

　

都
市
計
画
区
域
の
う
ち
用
途
地

域
の
指
定
の
な
い
区
域
（
白
地
地

域
）
の
建
築
物
の
容
積
率
、
建
ぺ 

い
率
な
ど
、
建
築
物
の
形
態

に
関
す
る
規
制
を
４
月
１
日 

か
ら
県
内
全
域
で
変
更
し
ま
す
。

特
定
行
政
庁
で
あ
る
県
と
都
市

計
画
区
域
を
指
定
す
る
市
町
が
白 

地
地
域
の
土
地
利
用
の
実
態
を
調

査
し
、
建
築
に
か
か
わ
る
相
隣
環

境
問
題
を
将
来
に
わ
た
っ
て
未
然 

に
防
止
し
て
い
く
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
値
に
変

更
指
定
し
ま
す
。
指
定
す
る
項
目 

を
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
容
積
率

　

建
築
物
の
延
べ
面
積
（
各
階

の
床
面
積
の
合
計
）
の
敷
地
面
積

に
対
す
る
割
合
を
い
い
ま
す
。
良 

好
な
市
街
地
の
環
境
を
維
持

す
る
と
と
も
に
、
建
築
物
の 

密
度
と
道
路
な
ど
の
都
市
基

盤
整
備
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

◆
建
ぺ
い
率

　

建
築
物
の
建
築
面
積
の
敷
地
面

積
に
対
す
る
割
合
を
い
い
ま
す
。

日
照
、
採
光
、
通
風
を
確
保
し
、 

特
に
市
街
地
で
は
火
災
の
拡
大
防

止
や
避
難
の
た
め
の
空
地
を
確
保

し
ま
す
。

◆
建
築
物
の
各
部
分
の
高
さ

　

道
路
境
界
や
隣
地
境
界
か
ら
の

敷
地
内
ま
で
の
距
離
に
応
じ
、
一

定
こ
う
配
の
斜
線
内
に
建
築
物
の 

高
さ
の
限
度
を
制
限
す
る
こ
と

に
よ
り
、
道
路
上
空
や
隣
地
の
日

照
、
採
光
、
通
風
を
確
保
し
ま
す
。 

◆
日
影
に
よ
る
建
築
物
の
高
さ

　

敷
地
境
界
か
ら
５
ｍ
を
超

え
る
範
囲
に
一
定
時
間
以
上
の

日
影
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
に 

よ
り
、
敷
地
周
辺
の
日
照
を
確

保
し
良
好
な
住
環
境
を
つ
く
り
ま

す
。
市
町
に
よ
り
指
定
内
容
が
異 

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
市
町

の
都
市
計
画
、
建
築
を
所
管
す
る

課
で
指
定
内
容
を
閲
覧
す
る
こ
と 

が
で
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

岐
阜
県
庁
建
築
指
導
課
（


０
５
８
�
２
７
２
�
１
１
１
１
・

内
線
３
７
８
５
）
ま
た
は
下
呂

市
都
市
建
設
部
建
設
課
（

24
�

２
２
２
２
）
ま
で

下
呂
市
誕
生
記
念
！
南
飛
騨
健
康

こ
だ
わ
り
大
物
産
展

　

緑
豊
か
な
下
呂
市
か
ら
健
康
と

元
気
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

鉱
泉
が
ゆ
・
あ
ま
ご
甘
露
煮
・

け
い
ち
ゃ
ん
・
赤
か
ぶ
ら
漬
・
し

い
た
け
弁
当
な
ど
な
ど
自
信
を

も
っ
て
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
豪
華
景
品
が
当
た

る
ガ
ラ
ガ
ラ
抽
選
会
も
行
わ
れ
ま

す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

３
月
20
日
・
21
日

◆
場
所　

岐
阜
市
正
木
・
マ
ー
サ

21
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
（
物
産
展

特
設
会
場
）

◆
主
催　

益
田
地
区
商
工
会
連
絡

協
議
会

新
市
誕
生
記
念
！
下
呂
温
泉
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー

　

下
呂
市
誕
生
記
念
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
下
呂
町
商
工
会
が
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
行
い
ま
す
。

◆
期
間　

３
月
１
日
〜
４
月
15
日

◆
内
容　

下
呂
市
総
合
観
光
案
内

所
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ぽ
道
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
木こ

だ

ま精
を
回
�
て
�
設
置

し
て
あ
る
�
下
�
�
呂
�
�
市
�
の

３
種
類
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応

募
す
る
と
、
下
呂
温
泉
宿
泊
券
な

ど
の
賞
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

下
呂
町
商

工
会
（

25
�
5
５
２
２
）

遠方に住む方に

広報紙を送りませんか？

　下呂市出身のお友達や遠方に住むお子さん
たちに広報紙を送りませんか？
　郵送を希望される方は、下記のとおりお申
し込みください。
◆任意の用紙に、郵送先の郵便番号、住所、
氏名、電話番号、郵送料金の支払い方法（金
融機関振り込み、郵便小為替）を明記の上、
申し込んでください。
　※１年間分の郵送料金は 1,680 円です。
◆申込者と郵送先が異なる場合は、両方記入
してください。
◆申込先
　〒 509-2592　下呂市企画部総合政策課
　　　　　　　　広報係（0576-52-2000）
　　　　　　　　　　　担当：河島・小林
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読者のページ

剣
道
�
一
緒
�
学
�
�
�
�
�

　

「
礼
節
を
尊
び
信
義
を
重
ん
じ
社

会
に
役
立
つ
人
間
を
目
指
す
こ
と
」

が
剣
道
修
練
の
心
構
え
で
す
。

　

90
歳
の
高
齢
者
も
現
役
愛
好
者
と

し
て
多
く
、
健
康
・
美
容
維
持
の
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
ま
た
段
位
の

取
得
な
ど
個
人
で
目
標
を
た
て
な
が

ら
楽
し
め
ま
す
。

　

ま
ず
は
気
軽
に
見
学
に
お
こ
し
く

だ
さ
い
。

◆
対
象　

や
る
気
の
あ
る
方
な
ら
老

若
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。

◆
教
室　

小
坂
、
馬
瀬
、
萩
原
、
下

呂
、
上
原
、
中
原
、
竹
原
、
金
山
、

東
に
各
教
室
が
あ
り
、
初
心
者
か

ら
一
般
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

◆
主
な
活
動　

各
種
大
会
へ
の
参
加
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
、
お
し
る
こ
会
な

ど
。
日
本
武
道
館
で
の
全
国
少
年

剣
道
大
会
に
も
隔
年
で
参
加
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

岐
阜
県
剣
道

連
盟
益
田
支
部
事
務
局
（
市
役
所

萩
原
庁
舎　

農
林
振
興
部
農
林
事

業
課　


52
‐
２
０
０
０
・
中
島
）

春
高
�
�
�
�
出
場
！

　

市
内
よ
り
４
人
の
選
手
が
「
第
35

回
全
国
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

抜
大
会
」
に
出
場
し
ま
す
。

　

彼
ら
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
大
好

き
で
、
関
市
立
関
商
工
高
等
学
校
に

親
元
を
離
れ
進
学
。
厳
し
い
練
習
に

耐
え
抜
き
、
全
国
大
会
出
場
を
つ
か

み
取
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
３
月
20
日
〜
26
日
東
京

都
の
代
々
木
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
ふ
る
さ
と
か
ら
の
大
き
な
声
援

が
彼
ら
の
力
に
な
り
、
勝
利
の
風
を

巻
き
起
こ
す
で
し
ょ
う
。
大
活
躍
が

楽
し
み
で
す
。

「
選
手
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
（
住
所
・
出

身
校
・
学
年
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
・
身
長
）」

（
写
真
右
か
ら
）

○
青
木
忠
志
さ
ん
（
萩
原
町
尾
崎
・

萩
原
北
中
･
２
年
生
・
ス
ー
パ
ー

エ
ー
ス
・
１
９
０
㎝
）

○
林
哲
大
さ
ん
（
萩
原
町
大
ヶ

洞
・
萩
原
北
中
･
２
年
生
・
セ
ッ

タ
ー
・
１
７
７
㎝
）

○
北
川
貴
文
さ
ん
（
森
・
下
呂
中
･

２
年
生
・
セ
ッ
タ
ー
・
１
７
６
㎝
）

○
今
井
英
憲
さ
ん
（
門
和
佐
・

下
呂
中
･
２
年
生
・
ア
タ
ッ

カ
ー
・
１
８
３
㎝
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 　

ま
の
あ
け
み
さ
ん
は
、
留
学
先

の
ア
メ
リ
カ
で
誤
射
殺
さ
れ
た
服
部

剛
丈
（
よ
し
ひ
ろ
）
く
ん
の
お
母
さ

ん
の
詩「
海
を
こ
え
て
銃
を
こ
え
て
」

や
、
白
血
病
で
な
く
な
っ
た
光
祐
く

ん
の
お
母
さ
ん
の
詩
「
命
の
あ
さ
が

お
」
に
曲
を
つ
け
て
、
命
の
大
切
さ

や
平
和
を
願
う
気
持
ち
を
こ
め
て
、

全
国
で
歌
っ
て
い
ま
す
。

　

き
っ
と
、
心
に
し
み
る
、
そ
し
て
、

自
分
の
心
の
中
に
あ
る
愛
や
勇
気
に

も
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
こ

の
感
動
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

３
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜

◆
場
所　

星
雲
会
館（
萩
原
町
萩
原
） 

◆
会
費　

年
少
以
上
１
人
１
カ
月

８
０
０
円（
年
４
〜
５
回
鑑
賞
会
・

当
日
入
会
で
き
ま
す
） 

１
回
限
り

２
６
０
０
円
で
の
入
場
も
可
。 

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

益
田
子
ど
も

劇
場
（

52
‐
４
０
５
３
・
熊
崎
）

※
月
・
金
曜
日
の
午
後
１
時
〜
３
時

熊
崎
携
帯
（
０
９
０
‐
７
３
１
７
‐

０
３
８
３
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
サ
ー
ク
ル
紹
介
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
企
画
部
総
合
政
策
課

広
報
係
（

52
‐
2
０
０
０
）
ま
で


